
スズキ歴史館スズキ
●所在地 浜松市南区増楽町
●開館時間 ９時― 時 分 月曜日 年末年始 ス
ズキの夏期休暇中などは休館
●入館料 完全予約制で無料

ス
ズ
キ
の
４
輪
１
号
車
「
ス
ズ
ラ
イ
ト
」
を
見
学
す
る
子
ど
も
た
ち

実機間近に

ナチビジネスギャラクシー不二越
●所在地 富山市不二越本町１の１の１
●開館時間 随時
●入場料 無料 完全予約制で 中学生以
上の団体が対象

車
、産
業
機
械
、工
具
、鉄
道
な
ど
分
野
別
に
展
示

開
発
秘
話
を
紹
介

ＩＮＡＸライブミュージアムＬＩＸＩＬ
５
０
０
０
点
を
展
示

世
界
中
の
理
容
カ
ミ
ソ

リ
を
集
め
た
コ
ー
ナ
ー

●所在地 岐阜県関市日ノ出町１の
●開館時間 ９時 分― 時 火曜日
休館
●入館料 無料 団体は要予約

古来の美に共感

「
光
る
ど
ろ
だ
ん
ご
づ
く
り
」
は
子
ど
も
た
ち
に
人
気

●所在地 愛知県常滑市奥栄
町１の

●開館時間 時― 時 年
末年始 第３水曜日休館

（祝日の場合は翌日）
●入館料 一般 円 高・大
学生 円 小・中学生
円 歳以上 円

フェザーミュージアムフェザー安全剃刀

　
東
海
・
北
陸
地
域
の
各
地
に
は
日
本
の
工
業
化

を
支
え
て
き
た
さ
ま
ざ
ま
産
業
や
企
業
が
あ
る
。

そ
の
い
く
つ
か
は
今
も
業
界
を
リ
ー
ド
す
る
存
在

だ
。
各
企
業
が
保
有
す
る
産
業
遺
産
や
、
創
業
時

の
製
品
、
最
新
鋭
の
技
術
を
紹
介
す
る
企
業
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
で
は
、
技
術
の
変
遷
を
た
ど
れ
る
と
と

も
に
脈
々
と
続
い
て
き
た
モ
ノ
づ
く
り
の
心
に
触

れ
ら
れ
る
。
　

モ
ノ
づ
く
り
の
に
触
れ
る
心
企
業
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
探
訪

２０１１年

月 日
金曜日

（ ） （第２部） 　　　　　　

　
刃
物
の
町
、
岐
阜
県
関
市

に
あ
る
フ
ェ
ザ
ー
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
は
、
フ
ェ
ザ
ー
安
全
剃

刀
関
工
場

岐
阜
県
関
市

に
併
設
さ
れ
て
い
る
カ
ミ
ソ

リ
の
博
物
館
だ
。
２
０
０
０

年
に
オ
ー
プ
ン
し
、
カ
ミ
ソ

リ
や
関
連
資
料
な
ど
約
５
０

０
０
点
を
常
時
展
示
し
て
い

る
。
地
元
の
小
・
中
・
高
生

や
観
光
客
を
中
心
に
年
間
約

２
万
人
が
訪
れ
る
。

　
入
り
口
で
は
同
社
の
テ
レ

ビ
Ｃ
Ｍ
で
使
わ
れ
て
い
た
カ

ミ
ソ
リ
型
ロ
ボ
ッ
ト
の
出
迎

え
を
受
け
る
。
天
井
に
カ
ミ

ソ
リ
が
び
っ
し
り
と
並
ん
だ

ロ
ビ
ー
を
抜
け
て
、
階
段
を

上
が
っ
て
い
く
と
展
示
室
の

入
り
口
だ
。
冒
頭
は
カ
ミ
ソ

リ
の
ル
ー
ツ
を
知
る
コ
ー
ナ

ー
。
日
本
と
世
界
の
ヒ
ゲ
そ

り
文
化
の
歴
史
を
石
器
時
代

に
さ
か
の
ぼ
っ
て
紹
介
す

る
。
黒
曜
石
や
貝
殻
の
カ
ミ

ソ
リ
か
ら
現
代
の
ス
テ
ン
レ

ス
製
カ
ミ
ソ
リ
に
至
る
ま
で

の
歴
史
が
一
目
で
分
か
る
。

　
総
合
研
究
所
の
紹
介
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
刃
先
を
２
万
倍

に
拡
大
し
た
写
真
や
毛
髪
の

研
究
資
料
な
ど
を
展
示
。
よ

り
良
い
製
品
を
提
供
す
る
メ

ー
カ
ー
の
努
力
を
垣
間
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
カ
ミ

ソ
リ
製
造
の
今
と
昔
を
昭
和

初
期
に
使
わ
れ
て
い
た
機
械

や
道
具
類
と
、
現
在
の
生
産

現
場
の
ビ
デ
オ
映
像
で
説
明

す
る
コ
ー
ナ
ー
は
、
同
社
な

ら
で
は
の
展
示
だ
。

　
他
に
も
カ
ミ
ソ
リ
と
縁
の

深
い
理
髪
店
の
歴
史
や
、
過

去
に
発
売
さ
れ
た
変
わ
っ
た

カ
ミ
ソ
リ
の
数
々
も
面
白

い
。
１
階
に
は
製
品
を
試
せ

る
ヒ
ゲ
そ
り
コ
ー
ナ
ー
が
あ

っ
て
、
男
性
に
人
気
。
随
所

に
子
供
が
楽
し
め
る
仕
掛
け

も
あ
る
。
粥
川
茂
市
フ
ェ
ザ

ー
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
担
当
は

「
ぜ
ひ
家
族
連
れ
で
来
て
ほ

し
い
」
と
歓
迎
し
て
い
る
。

　
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｘ
ラ
イ
ブ
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
は
、
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｘ

現

Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ

が
１
９
８
６

年
に
地
域
貢
献
の
文
化
施
設

と
し
て
開
設
し
た
。
日
本
で

も
有
数
の
陶
器
「
常
滑
焼
」

の
窯
跡
や
、
同
社
の
主
力
製

品
の
衛
生
陶
器
や
タ
イ
ル
の

変
遷
を
た
ど
れ
る
。

　
「
窯
の
あ
る
広
場
・
資
料

館
」
で
は
産
業
遺
産
の
登
録

有
形
文
化
財
で
あ
る
倒
焔
式

石
炭
窯
と
煙
突
を
見
学
で
き

る
。
長
年
の
使
用
で
あ
め
色

に
な
っ
た
窯
の
内
壁
や
地
面

か
ら
天
に
伸
び
る
独
特
の
構

造
の
煙
突

。
大
正
時
代
、

こ
の
窯
で
高
品
質
の
土
管
を

製
造
し
、
常
滑
は
陶
器
の
一

大
産
地
と
し
て
成
長
を
遂
げ

た
。

　
ま
た
大
型
の
テ
ラ
コ

ッ
タ
タ
イ
ル
や
歴
代
の

衛
生
陶
器
も
展
示
し
て

い
る
。
「
日
本
人
は
古

来
よ
り
便
器
に
絵
付
け

を
施
す
な
ど
お
も
て
な

し
の
文
化
、
美
意
識
を

持
っ
て
い
た
」

後
藤

泰
男
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
活

動
推
進
室
長

。
工
業

製
品
が
持
つ
美
し
さ
を

今
に
伝
え
て
、
モ
ノ
づ

く
り
企
業
か
ら
空
間
創

造
企
業
へ
と
変
遷
を
遂

げ
た
同
社
の
原
点
が
感

じ
取
れ
る
。

　
現
在
は
「
世
界
の
タ
イ
ル

博
物
館
」
や
「
土
・
ど
ろ
ん

こ
館
」
な
ど
を
加
え
た
５
館

体
制
で
運
営
。
土
、水
、

火
を
テ
ー
マ
に
陶
器
に

つ
い
て
学
べ
る
。
土
・

ど
ろ
ん
こ
館
で
は
陶
器

用
の
粘
土
を
丸
め
て
削

り
、
色
を
の
せ
、
磨
く

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
光

る
ど
ろ
だ
ん
ご
づ
く

り
が
子
ど
も
に
人
気
。

　
「
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
と
い

う
企
業
を
知
っ
て
も
ら

う
だ
け
で
な
く
、
モ
ノ

づ
く
り
を
体
験
す
る
こ

と
で
、
子
供
た
ち
に
新

し
い
発
想
が
芽
生
え
た

ら
」

辻
孝
二
郎
館
長

と

期
待
す
る
。

　
不
二
越
は
１
９
２
８
年
に

機
械
工
具
の
国
産
化
を
目
指

し
、
富
山
の
地
で
創
業
し

た
。
今
や
「
Ｎ
Ａ
Ｃ
Ｈ
Ｉ

ナ
チ

」
ブ
ラ
ン
ド
は
世

界
ブ
ラ
ン
ド
に
成
長
。
事
業

領
域
も
工
具
か
ら
ベ
ア
リ
ン

グ
や
工
作
機
械
、
ロ
ボ

ッ
ト
ま
で
拡
大
し
た
。

　
富
山
市
の
本
社
に
あ

る
「
ナ
チ
ビ
ジ
ネ
ス
ギ

ャ
ラ
ク
シ
ー
」
は
同
社

の
こ
う
し
た
歴
史
の
歩

み
や
製
品
群
、
最
先
端

の
技
術
が
見
ら
れ
る
。

取
引
先
や
学
生
に
製
品

や
技
術
を
理
解
し
て
も

ら
お
う
と
、
２
０
０
２

年
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　
ギ
ャ
ラ
ク
シ
ー
内
の

「
ナ
チ
カ
レ
ン
ト
」
は

自
動
車
、
産
業
機
械
、
工

具
、
鉄
道
な
ど
分
野
別
に
展

示
す
る
。
造
る
、
回
す
、
走

る
と
い
う
動
き
に
使
わ
れ
る

同
社
の
キ
ー
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

を
分
か
り
や
す
く
紹
介
。
展

示
は
日
曜
大
工
用
ド
リ
ル
か

ら
航
空
機
の
部
品
加
工
に
使

う
切
削
工
具
ま
で
幅
広
く
、

技
術
の
進
展
が
一
目
で
分
か

る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
「
ロ
ボ
ッ
ト
・
マ
シ
ナ
リ

ー
・
ト
ラ
イ
ボ
ロ
ジ
ー
ス
テ

ー
ジ
」
で
は
最
新
の
産
業
用

ロ
ボ
ッ
ト
が
ず
ら
り
と

並
ぶ
。
い
ず
れ
も
実
際

に
稼
働
す
る
た
め
、
複

雑
な
動
き
を
間
近
で
見

ら
れ
る
。
ロ
ボ
ッ
ト
は

台
、
工
作
機
械
は
７

台
、
軸
受
・
油
圧
機
器

は

台
を
設
置
。
デ
モ

機
で
実
際
に
加
工
評
価

も
で
き
る
。

　
実
機
を
見
ら
れ
る
と

あ
っ
て
、
取
引
先
だ
け

で
な
く
モ
ノ
づ
く
り
を

志
す
学
生
も
熱
心
に
見

学
し
て
い
く
と
い
う
。
同
社

で
は
「
広
く
学
生
に
見
て
も

ら
う
こ
と
で
、
モ
ノ
づ
く
り

へ
の
関
心
を
高
め
て
ほ
し

い
」

坂
本
淳
経
営
企
画
室

長

と
若
者
に
エ
ー
ル
を
送

る
。

　
「
会
社
が
大
き
く
な
っ
て

も
先
人
の
汗
と
苦
労
を
忘
れ

な
い
よ
う
に
」

鈴
木
修
ス

ズ
キ
会
長
兼
社
長

。
ス
ズ

キ
が
創
業
１
０
０
周
年
の
節

目
に
原
点
に
立
ち
返
ろ
う
と

２
０
０
９
年
４
月
、
本
社
隣

に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
ス
ズ
キ

歴
史
館
。ず
ら
り
と
並
ん
だ

歴
代
の
名
車
や
子
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
楽
し
め
る
体
験
型

展
示
が
好
評
で
今
春
、
来
場

者
が

万
人
を
突
破
し
た
。

　
歴
史
館
の
見
学
は
最
上
階

の
３
階
「
ス
ズ
キ
も
の
づ
く

り
の
歴
史
か
ら
始
ま
る
。ま

ず
目
に
飛
び
込
む
の
が
、
創

業
者
鈴
木
道
雄
氏
の
胸
像
と

鈴
木
式
織
機
」
の
看
板
だ
。

鈴
木
氏
が
母
親
に
楽
を
さ
せ

た
い
と
の
思
い
で
「
抒
箱
上

下
器
搭
載
織
機
」
を
開
発
し

た
小
屋
を
忠
実
に
再
現
、
復

元
織
機
を
並
べ
て
い
る
。

　
鈴
木
会
長
は
「
と
く
に
創

業
初
期
の
展
示
を
見
て
ほ
し

い
」
と
力
を
込
め
る
。
ス
ズ

キ
の
４
輪
１
号
車
「
ス
ズ
ラ

イ
ト
」
は
誕
生
秘
話
を
伝
え

る
映
像
と
と
も
に
円
形
ス
テ

ー
ジ
に
展
示
。
成
長
の
旗
頭

と
な
っ
た
「
ア
ル
ト
」
は

年
の
発
売
当
時
、
衝
撃
的
だ

っ
た

万
円
と
い
う
価
格
を

決
定
す
る
ま
で
の
社
内
の
葛

藤
や
開
発
者
の
奮
闘
を
紹
介

す
る
。

　
２
階
は
「
ス
ズ
キ
の
も
の

づ
く
り
」
が
テ
ー
マ
。
実
際

に
工
場
見
学
し
て
い
る
雰
囲

気
を
楽
し
め
る
３
Ｄ
シ
ア
タ

ー
は
迫
力
満
点
だ
。
海
外
拠

点
を
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で

は
イ
ン
ド
や
ハ
ン
ガ
リ
ー
な

ど
、
現
地
の
食
文
化
や
衣
装

を
紹
介
、
ち
ょ
っ
と
し
た
海

外
旅
行
気
分
も
味
わ
え
る
。

　
１
階
は
「
ワ
ゴ
ン
Ｒ
」
や

「
ス
イ
フ
ト
」
な
ど
４
輪
車

や
２
輪
車
、
船
外
機
な
ど
現

在
の
製
品
を
紹
介
。
過
去
か

ら
現
代
に
向
か
う
見
学
コ
ー

ス
と
な
っ
て
い
る
。


